
市民活動団体実態調査

東　御　市
平成１９年７月



調査実施期間 平成１９年６月２０日～７月６日

調査対象団体数 １４１団体 任意団体 １０９団体

回答団体数 １１３団体 団体内訳 ＮＰＯ法人 ４団体

回答率 80.1% 合計 １１３団体

１．貴団体の主な活動分野は何ですか。（複数回答あり）

２．貴団体の活動範囲はどこですか。

１１の活動分野では、福祉活動
が１９％と最も多く、続いて青少
年の育成の１５％、まちづくり活
動の１４％である。

市全域が３８％、地区内２４％、
区内が２０％であり、市内での
活動が８２％である。

市では、市と関わりを持つ団体や社会福祉協議会へ登録する団体など、市内で活動する市民
活動団体（ボランティア団体、ＮＰＯ法人等を含む）に対して、活動状況を把握するため実
態調査を実施しました。
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市民活動団体実態調査の概要



３．貴団体は規則、会則、定款などを定めていますか。

４．貴団体は、今までに東御市、またはその他公共的団体などと協働して行った活動、事業はありますか。

５．協働の相手先はどのような団体ですか。（「問４であると回答した団体」　複数回答あり）

５０％の団体が規則等を定めて
いる。

７５％の団体が、何らかの協働
活動、事業を行ったことがある。

市が２５％、市関連の協議会、
委員会が２０％、社会福祉協議
会が１４％である。
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６．協働活動・事業はどのような内容ですか。（「問４であると回答した団体」　複数回答あり）

７．貴団体は今までに東御市、その他の公共的団体などから財政的支援を受けたことがありますか。

８．その支援はどこから受けましたか。（複数回答あり）

イベント等への協力が４０％、学
習会等の開催が２３％、青少年
育成活動が１３％である。

＊イベント等には、各種まつり、
フェスティバルなどを含む
＊学習会等には、講演会、教
室、交流会、発表会などを含む
＊青少年育成活動には、青少
年保護、環境浄化活動などを含
む

７３％の団体が何らかの支援を
受けている。

市が６０％、社会福祉協議会が
１９％と全体の７９％を占める。
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９．支援金をどのような内容で活用しましたか。（複数回答あり）

１０．貴団体が市と協働して、または市に代わって行える分野・業務はありますか。

１１．その内容はどのような分野・業務ですか。（「問１０であると回答した団体」　複数回答あり）

事業費、活動費など運営的経
費が４６％で、教材、資材費が２
３％と高い。

４６％の団体が「ある」と回答し
ている。協働分野・業務は、ほと
んどの団体が団体の活動目
的、内容に沿ったもので協働で
きると回答している。

協働の分野・業務として、団体
の活動内容から環境整備・美化
活動や青少年育成・保護活動、
子育て・教育支援、荒廃地対
策・農業支援、イベント等の支
援などが挙げられる。

＊表中の分野・業務項目の「Ｖ
Ｇ」とは「ボランティアグループ」
を示します。
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１４．貴団体が現在抱えている課題は何ですか。（複数回答あり）

１３．市ホームページなどで団体の紹介を行うことにより、市民の皆さんが貴団体に興味を持ち、団体加入や
活動への参加希望が考えられますが、貴団体はこれら希望者の受入が可能ですか。

６６％の団体が、ホームページ
への掲載を希望している。

１２．広く市民の皆さんに市民活動団体を紹介する方法として、市のホームページで各種団体の紹介コー
ナーを検討していますが、貴団体は掲載を希望しますか。

７２％の団体が、団体への参加
や加入を可能としている。
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　　　団体が抱える課題については

　①会員の人材不足や会員の高齢化による減少を課題とする団体が最も多く３９団体
　②指導者・リーダーの確保や不足また育成を課題とする団体が１１団体
　③資金調達の苦慮、活動資金不足などの財政難を課題とする団体が１０団体
　④団体のＰＲ不足や団体への理解不足など知名度不足を課題とする団体が９団体
　⑤補助金や支援など行政との関わりを課題とする団体が８団体
　⑥他の団体との連携や交流、協力体制を課題とする団体が６団体

　以上の６項目が多くの団体が抱える主な課題であり、その他の課題として、「会員の募集方法、役員の任
期が短い、活動時間が取れない、会員が集まらない、活動の停滞、活動における機材の不足、移動・交通
手段の確保不足」などの課題があげられている。
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